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★町の人口★人口10,140 (-20）男4,806(-21）女5,334(+ 1）世帯合計3,435(-16）平成元年3月末日現在（ ）は前月との比較です 

わたしたちの大事な足「伊田線」今日も赤池駅を数多くの人たちが利用しています 



、 ニノ 

議会だより 

『平成筑豊鉄道』株式会社創立 
. 
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叫
 

ロ
 明

治
二
十
六
年
二
月
に
直
方
5
金
田
間
九
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
同
三
十
二
年
三
月
、
金
田
5
伊
田
間
、
六
・
三
キ
 

メ
ー
ト
 ル。 

総
延
長
十
六
・
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
開
通
し
て
以
来
、
今
日
ま
で
人
々
の
足
と
し
て
、
ま
た
石
炭
、
セ
メ
ン
ト
を
運
 

送
し
地
域
発
展
の
要
と
な
っ
て
い
た
J
R
伊
田
線
は
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
は
じ
ま
っ
た
工
ネ
ル
ギ
ー
転
換
政
策
に
よ
 

る
石
炭
産
業
の
衰
退
に
と
も
な
う
著
し
い
人
口
の
減
少
、
又
、
そ
れ
に
と
も
な
う
旅
客
、
貨
物
な
ど
の
利
用
率
の
低
下
 

に
よ
り
、
昭
和
六
十
二
年
二
月
第
三
次
特
定
地
方
交
通
線
と
な
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
住
民
の
足
を
守
り
、
地
域
振
興
を
図
る
た
め
の
ク
鉄
道
）
を
ど
う
し
て
も
存
続
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

と
の
強
い
熱
意
に
よ
り
、
伊
田
線
を
含
む
第
三
次
特
定
地
方
交
通
線
三
線
（
他
に
田
川
、
糸
田
線
）
を
第
三
セ
ク
タ
ー
 

方
式
（
官
、
民
合
同
出
資
に
よ
る
会
社
経
営
）
に
よ
り
、
 

「
平
成
筑
豊
鉄
道
」
と
し
て
存
続
さ
せ
る
こ
と
に
決
定
、
四
 

月
十
五
日
、
株
式
会
社
の
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
 

、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
く
ノ
、
ノ
、
ノ
 

「
赤
池
駅
」
の
歴
史
 

、
ノ
、
J
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
 

現
在
の
「
赤
池
駅
」
開
設
さ
れ
た
の
 

が
昭
和
十
二
年
六
月
、
で
も
そ
れ
以
前
 

の
明
治
三
十
六
年
十
一
月
「
赤
池
貨
物
 

停
車
場
」
 
と
し
て
、
石
炭
輸
送
の
た
め
 

の
鉄
道
は
す
で
に
開
通
し
て
い
ま
し
た
。
 

石
炭
産
業
の
隆
盛
、
戦
後
の
食
糧
不
足
 

に
よ
る
買
出
し
部
隊
な
ど
、
そ
の
世
代
 

の
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
悲
喜
こ
も
ご
も
 

を
「
赤
池
駅
」
は
見
つ
め
続
け
て
き
た
 

訳
で
す
。
 I 「

料
金
」
は
ど
う
な
る
の
 

、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
し
ノ
、
ノ
、
J
、
ノ
、
ノ
、
ノ
 

言
い
訳
で
す
が
、
新
会
社
が
創
立
し
 

て
間
も
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
み
な
さ
 

ん
が
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
内
容
が
 

決
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
わ
か
っ
て
 

い
る
こ
と
は
、
現
行
料
金
よ
り
も
若
干
 

値
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
 

だ
け
で
す
。
勿
論
そ
の
分
は
、
色
々
な
 

サ
ー
ビ
ス
で
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
、
諸
 

々
の
鉄
道
会
社
の
言
い
訳
と
変
わ
ら
な
 

い
言
い
分
に
な
り
ま
す
が
 

、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
 

。
 

「
赤
池
町
」
に
駅
を
増
や
す
計
画
は
 

、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
く
ノ
、
ノ
、
ノ
、
く
ノ
 

駅
が
多
け
れ
ば
歩
く
距
離
も
短
か
く
 

な
り
、
便
利
に
な
る
こ
と
は
自
明
の
理
。
 

し
か
し
 
「
平
成
筑
豊
鉄
道
」
 
に
係
っ
て
 

い
る
沿
線
十
一
市
町
村
の
す
べ
て
が
新
 

し
い
駅
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
訳
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「
赤
池
駅
」
の
今
後
は
 (

 

「
平
成
筑
豊
鉄
道
」
 
と
し
て
伊
田
、
 

田
川
、
糸
田
三
線
（
総
行
距
離
四
九
・
 

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
合
同
に
よ
る
新
会
 

社
を
創
立
、
「
赤
池
駅
」
 
は
現
在
の
ま
ま
 

存
続
が
決
定
し
、
十
月
一
日
か
ら
運
行
 

を
は
じ
め
ま
す
が
、
私
た
ち
が
一
番
気
 

に
か
か
る
こ
と
は
時
刻
表
と
運
行
本
数
。
 

こ
れ
は
四
月
現
在
決
定
し
て
は
い
ま
 ▲4月15日の創立総会 

で
、
こ
れ
の
全
て
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
 

は
不
可
能
で
す
。
で
も
赤
池
町
は
、
こ
 

の
 
「
ワ
ガ
マ
マ
」
 
を
通
す
た
め
、
努
力
 

を
惜
し
み
ま
せ
ん
。
 

「
新
駅
」
 
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
計
画
 

中
だ
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
が
、
近
い
将
 

来
朗
報
を
お
聞
か
せ
す
る
為
の
準
備
を
 

急
い
で
い
ま
す
。
 

一
 

一
 
「
 
一
 

せ
ん
が
、
予
定
と
し
て
、
朝
タ
の
通
勤
 

通
学
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
十
五
分
間
隔
、
 

そ
れ
以
外
の
時
間
帯
も
三
十
分
毎
に
運
 

行
さ
せ
る
な
ど
、
現
在
の
一
日
十
七
本
 

（
上
り
、
下
り
と
も
）
運
行
し
て
い
る
 

ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
に
比
べ
る
と
、
二
倍
以
 

上
の
運
行
本
数
で
あ
り
、
非
常
に
便
利
 

に
な
る
こ
と
は
確
実
で
す
。
ち
な
み
に
 

運
行
す
る
車
輔
は
 
「
レ
ー
ル
バ
ス
」
 
と
 

呼
ば
れ
現
在
走
行
し
て
い
る
車
輔
に
比
 

べ
小
型
、
軽
量
、
高
燃
率
で
定
員
は
百
 

二
十
人
乗
り
、
こ
の
車
輔
が
基
本
的
に
 

は
一
輔
で
走
行
し
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
 

二
輔
編
成
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

▲甘木鉄道の時刻表 

+ 

舞
議
勿
彪
励
移
m
舞
励
影
緩
磁
彫
薦
舞
郷
 

最
後
に
二
つ
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
ー
つ
は
、
寄
附
の
お
願
い
で
す
。
 

こ
の
 
「
平
成
筑
豊
鉄
道
」
を
長
期
に
亘
 

り
安
定
経
営
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
 

多
く
の
資
金
を
必
要
と
し
ま
す
。
み
な
 

さ
ん
か
ら
の
寄
附
金
は
、
田
川
市
に
設
 

置
さ
れ
る
基
金
に
積
み
立
て
、
こ
の
鉄
 

道
の
施
設
充
実
や
、
駅
周
辺
を
は
じ
め
 

と
し
て
交
通
体
系
整
備
な
ど
広
く
地
域
 

住
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
使
わ
 

れ
ま
す
。
 

な
お
基
金
は
田
川
市
条
例
に
基
づ
い
 

て
設
置
さ
れ
、
基
金
条
例
の
定
め
る
と
 

こ
ろ
に
よ
り
田
川
市
が
管
理
し
ま
す
。
 

▽
一
ロ
 

個
人
 

千
円
 

法
人
（
団
体
）
一
万
円
 

何
口
で
も
結
構
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
 

平
成
元
年
第
三
回
四
月
臨
時
議
会
が
 

四
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
三
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
の
専
決
処
分
‘
昭
和
六
十
三
 

年
度
の
調
整
債
の
借
入
額
が
、
 
一
千
万
 

円
増
額
と
な
る
た
め
、
地
方
債
の
借
入
 

限
度
額
を
七
千
万
か
ら
八
千
万
に
改
め
 

る
も
の
で
、
三
月
三
十
一
日
付
で
専
決
 

処
分
し
た
も
の
を
議
会
に
報
告
し
、
承
 

認
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
赤
池
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
の
専
決
処
分
‘
地
方
税
法
を
改
正
 

す
る
法
律
が
、
三
月
三
十
一
日
成
立
、
 

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
赤
池
町
税
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
、
三
 

月
三
十
一
日
付
で
専
決
処
分
し
た
も
の
 

を
議
会
に
報
告
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
昭
和
天
皇
の
崩
御
に
伴
う
職
員
の
懲
 

戒
免
除
及
び
職
員
の
賠
償
責
任
に
基
づ
 

く
債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
の
制
定
 

→
昭
和
天
皇
の
崩
御
に
伴
う
大
赦
令
及
 

び
復
権
令
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
 

公
務
員
等
の
懲
戒
免
除
等
の
法
律
に
基
 

づ
き
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。
 

⑥
工
事
請
負
の
締
結
‘
平
成
元
年
度
産
 

炭
地
域
開
発
就
労
事
業
で
、
赤
池
団
地
 

整
備
工
事
及
び
高
尾
一
号
線
道
路
改
良
 

舗
装
工
事
外
二
件
、
又
、
特
定
地
域
開
 

発
就
労
事
業
で
原
田
地
区
道
路
改
良
舗
 

装
工
事
及
び
原
田
新
池
整
備
工
事
他
三
 

件
の
工
事
の
予
定
価
格
が
、
い
ず
れ
も
 

三
千
万
円
を
下
ら
な
い
た
め
、
町
議
会
 

の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

伊田線を走るレールバスのイメージイラスト ▲第3セクター方式で成功している甘木鉄道を走るレールバス 

し
 

い
て
は
、
別
に
チ
ラ
シ
に
よ
り
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

二
つ
め
の
お
願
い
は
、
こ
の
鉄
道
を
 

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
足
と
し
て
、
 

利
用
し
て
欲
し
い
こ
と
で
す
。
 

“
平
成
 

筑
豊
鉄
道
）
の
存
続
は
、
 
一
人
で
も
多
 

く
の
人
が
利
用
す
る
ノ
こ
の
こ
と
し
か
 

な
い
わ
け
で
す
。
 
十
月
一
日
ス
タ
ー
ト
 

の
新
会
社
に
深
い
ご
理
解
と
、
熱
き
ご
 

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
 


